	Ａ.Ｏ.Ｍ
	Ｓ.Ｇ.Ｍ

	
	


　       


　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成19年　10月　10日　(水)　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会者　田村　広恵　　　記録者　松川　大輔
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出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜患者様連絡事項＞

· 山内　公博様～本日皮膚科診察にて右足第1指の処置行っています。臨時薬（ペニシリン系抗生物　

質）3日分が本日夕から（3×nde）処方となっています。

· 板垣　富蔵様～田名部Dr診察にて総合感冒薬が継続処方となっています。（昼から3×nde・2日　

分）引き続きバイタルサイン、全身状態の観察をしていきましょう。

· 五十嵐　タイ様～臨時処方となっていたオラドールトローチは、咽頭痛軽減したため本日の朝食後　　　

服用で止めとなります。

＜褥蒼評価・検討＞

· 久慈　脩様～仙骨部に発赤・表皮剥離みられています。アズクロ・ラップ保護行っていきましょう。　

食事摂取状況にバラつきがあり、栄養状態もあまり良いとは言えません。今後も　御家族に補食を準備して頂き（甘い物が好物）ましょう。

· 橋本　万様～仙骨部（以前治癒した部分）表皮剥離みられています。アズクロ・ラップ保護行って　

いきましょう。側臥位にすると叫んだり、体交まくらを外して仰臥位に戻す事ありますが、必要性を説明し行っていきましょう。

· 松浦　佐恵子様～両踵部は改善しています。引き続きアズクロ塗布行っていきましょう。

＜生活機能回復訓練報告・検討＞

川村　つゑ様～10/6南Ａユニットに転入となっています。生活機能訓練実施の説明をすると肩や下肢の疼痛訴えています。また、病院に対する不満を一方的に訴え、説明にも投げやりな返答や帰宅要求聞かれています。プログラム参加に対して「寝てばかりいないで、体操したり歩いたりしてます」と口調強く話しています。現在、声がけで体操やレクリエーションなど参加できており、継続して参加できるように介入していきましょう。

中村　治彦様～10/5南２Ｆに転入となっています。左片麻痺あり拘縮している状態です。他動で動かすも痛みを訴えます。発語不明瞭であり聞き取りにくいですが、質問には的を得た返答きかれます。認知機能は比較的保たれていると思われるため、残存機能維持できるように個別でアプローチを実施していきます。

柿田　隆三様～10/5南２Ｆに転入となっています。日中は傾眠していることが多く活動性の低さみられます。また、見当識障害のため「水産高校に行く」「生徒がきている」など落ち着きなく車椅子を動かしていることがあります。以前は、時代劇などのテレビを見るのが好きだった様子ですが、最近は興味を持たなくなったと情報があります。できることを見つけて脳機能維持を図れるようアプローチしていきます。

荒屋敷チエ様～プログラムには顔を出していますが、表情冴えずぼんやりと見学しています。また、ホールや廊下を頭を押えながら歩いていること多いです。活動に参加することなく、他者と交流もなく静かに過ごしています。促しなどはせずに見守りしています。

坪　邦俊　様～音読を継続して実施しています。声がけに拒否なく行えています。読み間違いありますが、間違いを直すと修正可能です。しばらく継続して行い様子観察していきます。

瀬川　はな様～時折独語聞かれますが、以前より落ち着いてプログラム参加しています。参加促し集中して行えるように介入していきましょう。

小山　正好様～スタッフとキャッチボールしています。（１０分程度）時々、ボールを口に持っていこ

うとすることありますが、その行動を制止しボールを渡す行動を繰り返すと、ボールを投げ返すことできています。１０分程度ボールを取る・投げ返すことに集中できるため、食欲に対する集中から他の事に切り替えできている様子です。今後も継続していきます。

＜皮膚科診察の報告＞

· 南病棟の疥癬（含む疑い）は5名となりました。

（上田　正男様、山内　公博様、久慈　脩様、河村　勝男様、斉藤　数子様）

· 上村　木一様～背腰部…急性湿疹…デルモゾールG軟膏

北山　和子様～背部　…急性湿疹…デルモゾールG軟膏

坪　　邦俊様～全身　…急性湿疹…デルモゾールG軟膏

谷内　愛子様～全身　…急性湿疹…デルモゾールG軟膏　　　4名変更となっています。

＜排泄担当報告＞

取り組んだこと

1、 オムツカートの整備

初期段階で、スタッフへの連絡、伝達をカンファレンスにて話し合えていなかったため、混乱を招いてしまった。しかし、オムツカートを整備した事により、

1 本人のオムツを使用する事が徹底されてきている

2 以前までは、洗面タオル付きのカートであったが、取り外し、オムツカートとして使用する事が出来た。環境整備にも繋がったと考える。

3 オムツの補充の徹底がされるようになった

4 オムツ入れが壊れている物がある為、丁寧使用するように呼びかける

2、 新しい排泄表の作成

排泄担当で、話し合い、新しい排泄表を考案した。

しかし、スタッフの様々な意見があり、導入出来ずに終わってしまっている。

現在、再検討中である。年内には再検討したものを導入し、患者様の個々に合わせた排泄ケアが出来る様にしていきたい。

また、現段階で、各スタッフから、情報を得て、排泄表の見直しをその都度行っている。

この事は、これからも引き続いて行っていきます。

もう一つの取り組みとして、以前カンファレンスにて、トレーニングパンツから、布パンツへ変更していくと検討した患者様（櫛桁様、坪様）について、布パンツへ変更し、経過観察していきたい。

3、 家族連絡の徹底

オムツを家族に持ってきてもらっている方の表を毎月作成し、連絡しやすいように

してきました。

もう少し見やすい表にしていきたいと考えています。

＜田名部Ｄｒのケースカンファ＞

· 寒くなって来ましたので発熱等あった時はすぐに報告して下さい。







